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教育振興計画とは

Å平成１８年の教育基本法改正により，教育の
振興に関する計画を定めることが位置付けら
れた。

教育基本法

(教育振興基本計画)

第十七条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計
画的な推進を図るため、教育の振興に関する施策についての
基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について、
基本的な計画を定め、これを国会に報告するとともに、公表し
なければならない。

2 地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に

応じ、当該地方公共団体における教育の振興のための施策
に関する基本的な計画を定めるよう努めなければならない。
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Å国における教育振興基本計画の策定状況
ü第１期計画 平成２０年度～平成２４年度
ü第２期計画 平成２５年度～平成２９年度
ü第３期計画 平成３０年度～令和４年度

（現計画）

Å柏市教育振興計画の策定状況
ü平成２４年３月に，柏市教育振興計画（前期基本計画）を策定
Å平成２４年度～令和２年度の基本構想
Å平成２４年度～平成２７年度の基本計画

ü平成２８年３月に，柏市教育振興計画後期基本計画を策定
Å平成２８年度～令和２年度の基本計画

ü計画の対象は，学校教育を中心に家庭や地域における教育
活動も含めた子どもの教育に係る分野
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第３期教育振興基本計画の概要

文部科学省
第３期教育振興基本計画パンフレットより
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柏市教育振興計画の概要
【基本構想】
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【
前
期
基
本
計
画
】

学校を中心とした「施策」を推進し，
子どもたちの学ぶ力を支える教育環境を整備 7



【
後
期
基
本
計
画
】

これからの時代を担う子どもたちの学ぶ意欲と学ぶ習慣を
育て，生涯学び続ける力につなげる教育を推進
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他の計画等との関係

Å柏市教育大綱
ü総合教育会議により，柏市の教育，学術，文化及び文化の振興に関

する総合的な施策の大綱として策定
ü計画期間は，平成２８年度～令和２年度

Å柏市第五次総合計画
ü前期基本計画 平成２８年度～令和２年度
ü後期基本計画 令和３年度～令和７年度

ü柏市教育振興計画は柏市第五次総合計画の部門計画として位置付
け

Å学校教育以外の分野に係る計画
ü柏市生涯学習推進計画
ü柏市芸術文化振興計画
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前計画の実施状況

Å柏市教育振興計画後期基本計画（前計画）の取組状
況を総合的に測る指標
① 「学校が好き」と感じている児童生徒の割合
Ҝ小学校で減少，中学校で微減

② 「学ぶ意欲」と「学ぶ習慣」を測るための４つの力（４つの
Ｃ）

Ҝ小中学校共に向上又は維持

Å前計画の達成指標
Ҝ約７５％で向上又は維持

Å前計画の年度計画
Ҝ全体の半数以上で目標達成
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Å 学びづくりフロンティアプロジェクトにより，学校図書館の充実や，学びを支援する人的
配置の充実が図られた。また，通常の学級において，支援を要する児童生徒へのサ
ポートを行う人的配置の有効性も確認できた。

Å 算数科授業力向上事業により，教職員が児童の既習事項や授業の理解度を十分に
把握し，児童に合った指導を行うことで，成果が見られることが確認できた。

Å いじめ対策として，脱いじめ傍観者プログラムの授業とともに，STOPitアプリを導入し，
いじめの早期発見と抑止力の醸成に努めている。

Å 不登校対策として，スクールソーシャルワーカーの配置を，年度計画を上回る規模で
進め，児童生徒の個々の状況に応じた支援体制を強化した。

Å 全学校に特別支援学級を設置し，教育支援員の配置を拡大した。また，医療的ケアを
要する児童生徒への対応として，医療的ケア看護師を配置した。

Å 全教職員に対し，「性同一性障害や性的指向，性自認に係る児童生徒への理解と対
応」に関する研修を実施し，多様性・他者を受け入れることの重要性の理解を進めた。

前計画における取組
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Å ＩＣＴに関し，以下のように力を入れて取り組んできた。また，令和２年からは，ＧＩＧＡス
クール構想によるＩＣＴ環境の整備を進めている。

ü ＩＣＴ環境の整備を計画的に進め，全ての普通教室に常設プロジェクター及び実物
投影機を設置

ü小中９年間の発達段階に応じたカリキュラムによる情報活用能力・情報モラルの
育成

ü ＩＴ教育支援アドバイザーによる学校のＩＣＴ支援体制の強化
ü平成２９年から，全国に先駆けてプログラミング教育を開始

Å 柏市は中核市であり，教職員研修を実施する権限があるため，柏市教職員人材育成
指針に基づき，柏市の実態に合った人材育成を進めている。

Å 令和元年度からコミュニティ・スクールの取組を開始し，今後の地域学校協働活動，地
域とともにある学校づくりに向けた体制整備を進めている。

Å 放課後子ども教室は，令和元年度に全小学校での実施を達成した。

Å 家庭教育支援の場である「みんなの子育て広場」は，平成３０年度に全小学校での実
施を達成した。

前計画における取組



柏市の現状，社会状況の変化等

Å ＧＩＧＡスクール構想により全国的にＩＣＴの整備が推進され，ＩＣＴの整備環境の差が縮
小していく中で，これまでの柏市のＩＣＴに関する蓄積を生かしながら，ＩＣＴの活用を進
めていく必要がある。

Å いじめの未解消件数，不登校児童生徒数が増加している。

Å 教職員の大量退職・大量採用により学校組織の若年化が進行し，４０歳未満の教職
員が約６２％となっている。学校に活力が生まれる一方で，管理職の経験不足等によ
る学校の組織力低下のリスクも存在している。

Å 教職員の多忙が顕在化し，子どもに向き合う時間が十分に確保できていない。

Å 柏市は，ふるさと協議会，青少年の活動団体など，地域で活動を行っている方々に恵
まれており，学校での教育活動や体験活動に協力していただいている。一方で，学校
側が地域の力を十分に取り込めていないことや，地域で活動している方が特定の方に
偏り，高齢化していることなどの問題も存在している。
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アンケート調査の実施

Å教育振興計画，生涯学習推進計画，芸術文化
振興計画の資料とするため，アンケート調査を
実施

Å実施時期：令和元年１１月１日～２２日

Å対象：１８歳以上の柏市民４，０００名

Å回答数：１，７８７名（回答率４４．７％）
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問１ 小中学校で，子どもたちはどのような能力や態度を身に付ける
べきだと思いますか。
（最大５つまで選択）

アンケートの単純集計の結果から

Å 「思いやり，優しさ，他者への寛容さ」，「社
会常識，言葉づかい，礼儀，マナー」，「自
ら学ぼうとする意欲」が上位

Å 広い意味での学力となる「知識や技能」
(32.5%)「自ら学ぼうとする意欲」(52.0%)「学
んだ内容を活用・表現する力」(32.6%)を合
計すると，117.1%と高い割合となる。
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問２ 子どもたちや小中学校につい
て，どのようなことに課題を感じてい
ますか。
（最大３つまで選択）

問３ 小中学校での教育において，
以下の取組の中ではどの取組を特
に充実させるべきだと思いますか。
（最大３つまで選択）

「問題行動やいじめ・不登校」，「道徳性や規
範意識」，「教職員の指導力」が上位

「いじめ・不登校対策」，「道徳教育」，「外国
語教育」が上位

問２・問３から，いじめ・不登校対策，道徳教育への期待が高い。
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問１１ 学校に対して協力したいこと
がありますか。

（最大３つまで選択）

問１０ 学校に対して協力しているこ
とがありますか。

（あてはまるもの全てを選択）

無回答（協力していないと推定）が68.0% 「協力したいが時間がない」，「登下校の交通
安全の見守り」，「学校行事への支援」が上位
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問１２ 教育以外の部分で地域の中の学
校にどのようなことを期待していますか。

（最大３つまで選択）

「避難所としての安全性」，「放課後の子ど
もの居場所」「多様な学びの場」が上位
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問４ 家庭における子どもの教育につい
て，何が大事だと思いますか。

（最大３つまで選択）

「基本的な生活習慣」，「社会的なマナー」と
いった生活に関わることや，「思いやりの
心」といった内面的な部分の育成が家庭に
期待されている。



問１ 小中学校で，子どもたちはどのような能力や態度を身に付けるべきだと思い
ますか。

問４ 家庭における子どもの教育について，何が大事だと思いますか。

問９ 地域の子どもたちにどのような大人になってほしいと思いますか。

問１の学校，問４の家庭，問９の地域に関する各設問の全てに
おいて，「思いやり」「礼儀」「他者への尊重」といった項目が上
位を占めた。
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問１ 小中学校で，子どもたちはどのような能力や態度を身に付けるべきだと
思いますか。（最大５つまで選択） β上位１１項目抜粋

アンケートのクロス集計の結果から

総数 知識や技
能

自ら学ぼ
うとする
意欲

学んだ内
容を活
用・表現
する力

体力の向
上や運動
の基本的
な技能

自分の健
康につい
て考える
力

自分の生
き方につ
いて考え
る力

自立心や
自主性

協調性 社会常
識，言葉
づかい，
礼儀，マ
ナー

思いや
り，優し
さ，他者
への寛容
さ

自然，環
境を大切
にする心

55 21 19 20 18 3 14 23 21 37 43 10
100.0% 38.2% 34.5% 36.4% 32.7% 5.5% 25.5% 41.8% 38.2% 67.3% 78.2% 18.2%

301 96 143 110 64 33 89 119 118 185 209 56
100.0% 31.9% 47.5% 36.5% 21.3% 11.0% 29.6% 39.5% 39.2% 61.5% 69.4% 18.6%

259 97 146 96 74 17 62 103 119 153 193 40
100.0% 37.5% 56.4% 37.1% 28.6% 6.6% 23.9% 39.8% 45.9% 59.1% 74.5% 15.4%

294 89 165 100 108 21 69 123 124 195 232 63
100.0% 30.3% 56.1% 34.0% 36.7% 7.1% 23.5% 41.8% 42.2% 66.3% 78.9% 21.4%

247 79 137 71 84 25 65 87 88 173 183 74
100.0% 32.0% 55.5% 28.7% 34.0% 10.1% 26.3% 35.2% 35.6% 70.0% 74.1% 30.0%

309 102 153 86 97 32 56 128 106 215 244 98
100.0% 33.0% 49.5% 27.8% 31.4% 10.4% 18.1% 41.4% 34.3% 69.6% 79.0% 31.7%

305 92 157 95 98 29 48 147 104 210 243 99
100.0% 30.2% 51.5% 31.1% 32.1% 9.5% 15.7% 48.2% 34.1% 68.9% 79.7% 32.5%

年齢 10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

３０歳代，４０歳代の保護者世代は，学力に
関する期待が高い。
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回答数，割合等

1216

問１１（あなたは，学校に対して協力したいことがありますか。最大３つまで選び，番号に○印をつけてください。）で
「10. 協力したいが時間がない」のみを選んだ回答

417

問１１（あなたは，学校に対して協力したいことがありますか。最大３つまで選び，番号に○印をつけてください。）で
「10. 協力したいが時間がない」を３つの内に含む回答

112

問１１（あなたは，学校に対して協力したいことがありますか。最大３つまで選び，番号に○印をつけてください。）で
「11. 協力したいと思わない」のみを選んだ回答

78

問１１（あなたは，学校に対して協力したいことがありますか。最大３つまで選び，番号に○印をつけてください。）で
「11. 協力したいと思わない」を３つの内に含む回答

2

問１１（あなたは，学校に対して協力したいことがありますか。最大３つまで選び，番号に○印をつけてください。）で
空欄の回答

224

何らかの協力をしたいが，機会に恵まれていない可能性がある人の総数　=1216-(417+112+78+2+224) 383

アンケート対象（1,787）における，その割合 21.4%

問１０（あなたは，学校に対して協力していることがありますか。あてはまる番号全てに○印をつけてください。）で空欄の回答
（＝学校に協力していることがないと推定）

区分

問１０で空欄

を選んだ人

のうち

現状で活動をしていない方でも，機会が与えられると活動をしてくれる可能性
がある。
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Å 変化の激しい社会を生き抜くための
，生涯にわたって学び続ける力を育
成する必要性

Å 保護者層の学力への期待

学力

Å 教職員の大量退職・大量採用による
学校の組織力の低下

Å 教職員の多忙による子どもに向き合
う時間の減少

教職員

Å 地域で活動していただいている方の
高齢化・特定の方への偏り

Å 学校側の地域の力の取り込み不足

Å 家庭の役割の重要性

Å 放課後の子どもの居場所への市民
の期待

地域・家庭

Å いじめの未解消件数の増加，不登
校児童生徒数の増加

Å いじめ・不登校対策への市民の期待

Å 思いやり，礼儀，他者を尊重する意
識の醸成への市民の期待

学びの環境

課題整理
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次期計画の方向性

Å第五次総合計画後期基本計画と計画期間を
合わせ，令和３年度～令和７年度の５年間の
計画とする。

Å課題整理，柏市のこれまでの取組を踏まえ，
学校教育に関する分野については次の４つ
の方向性により施策を推進する。
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次期計画の方向性
É学ぶ意欲を育成する

子どもたちが生涯にわたり学び続ける基礎を培うため，教職員の指導力を高める
ことで，学校図書館，ＩＣＴ，人的支援を効果的に活用した，子どもたちの実態に合
った分かる授業を推進し，子どもたちの学ぶ意欲を育成する。

É互いの立場を尊重し合い，安心して学び合える環境をつくる

いじめ・不登校対策の充実，特別支援教育の充実を図ることで，子どもたちが安
心して学習できる環境に向けた取組を推進する。また，互いに認め合い，多様性
を尊重する意識の醸成に向けた取組を推進する。

É教職員の力量・学校の組織力を高める

独自性のある研修を実施することで，教職員が個々の力量を高めつつ，相互に学
び合い，高め合える体制づくりを推進するとともに，子どもに向き合う時間を確保
するため，教職員の負担軽減に向けた取組を推進する。

É地域・家庭とともにある学校をつくる

全校が，コミュニティ・スクールとなることで，地域とともにある学校づくりを進め，
持続可能な取組を継続していくことで，地域の活性化につなげていく。また，家庭
教育の支援の充実・放課後の子どもの居場所づくりに向けた取組を推進する。 24



次期計画の方向性

Å生涯学習との一体的な位置付け
人生１００年時代では，若年期において，知識・技能，思考力・判断力・表
現力等，学びに向かう力・人間性等の涵養といった資質・能力を身に付
けることに加え，生涯にわたって自ら学習し，自己の能力を高め，働くこ
とや，地域や社会の課題解決のための活動につなげていく必要性が高
まっている。

Ҝ学校教育だけでなく，生涯学習に関する内容も計画に位
置付ける。
【具体的な内容は，第４次生涯学習推進計画から転記】

ÅＰＤＣＡサイクルの構築
毎年度の点検・評価により，改善に向けた取組が進むよう，指標の設定
に注意する。
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